
 

 70  8章 クリーニングとメンテナンス 

組み立て 
本装置を適切に作動させるため、正しく組み立てを行ってください。 

 

1. ダイヤフラムを呼気弁本体へ取り付ける。 

・ ダイヤフラムの全周囲がきちんと張り付いていることを確認してください。 

・ ダイヤフラムの突起の向き（下図参照）に注意してください。 

2. 1に呼気弁チューブポートを合わせる。  

・ 呼気弁チューブポートと気道内圧ポートが同じ向きになるようにしてください。呼気弁チューブポートの

突起と呼気弁本体の切り欠きが合わないときちんとはまりません。 

3. 呼気弁キャップで呼気弁チューブポートを呼気弁本体へ固定してください。 

・ 呼気弁キャップを時計方向に回して確実に固定してください。 

  

 注意 

 ・ 呼気弁の分解・組立は慎重に行ってください。 

 ・ 呼気弁組立後は、動作確認のため「回路チェック」を実施してください（4-4-1「回路チェック」の項を参照）。 

 ・ 気道内圧ポートのキャップ及び呼気弁チューブポートに緩みがないか確認してください。 

 

注記 呼気弁を正しいフローの向きに設置してください。矢印がフローの方向に向かうようにセットします。 


